＜佐伯＞

　本年度は新規開発の実験装置の完成度の向上と応用実験を行った。実験装置の一つは雰囲気制御可能高温加熱ステージである。開発当初は他研究機関の研究者が使いに来てくれることを想定して開発していたが、実際にはユーザーの測定装置の元で使用したい場合が多いことがわかり、誰でも安全に使うことができ、小型で安定度の高い加熱ステージをめざし、製品化を視野に入れた新たな炉を作製した。新規に石英製の炉心管の開発や、加熱線の直径を段階的に変化させる方式などを取り入れ、構造的な開発課題はほぼクリアした。残るは新規開発の石英管を小型化するのみである。珪酸塩メルトの発泡実験では、今年度は、酸化還元雰囲気を変えた発泡現象の違いに着目した。その結果、周辺のガス種により、発泡や泡の収縮の過程に差が現れることが観察された。水蒸気分圧の差によるものだと推定されるが、現在確認の実験を継続している。

　もう一つの実験装置は画像分光顕微鏡である。試料薄片の画像のあらゆる場所の380nm～1700nmまでの連続反射（もしくは透過）スペクトルを取得できる顕微鏡を開発した。別テーマで開発していた可視領域の画像分光顕微鏡を、本課題で観測波長を拡大し、透過光でも観測できるように改良し、火山噴出物の色の変化研究に活用できるようにした。

＜西村＞

マグマは，揮発性成分の発泡，気泡成長を伴いながら地殻内部を上昇するが，その素過程として，昨年度までに点的なダイクが上昇するモデルを構築し，その特徴を明らかにした．本年度は火道方向へマグマが運動できるモデルを組み立て，マグマ上昇と気泡成長過程を調べるとともに，十分な脱ガスがあるマグマ上昇との違いを考察した．脱ガスがない場合，マグマの上昇とともに気泡が成長し密度が小さくなるため，大きい浮力が生じ，マグマの上昇速度は浅くなるにつれてやや速くなる．また，マグマの体積は上昇とともに数十％以上増加し，特に浅部の部分の増加率が大きくなることが明らかになった．一方，脱ガスが十分進む場合は，マグマが体積をほぼ一定に保つと推測される．以上から，マグマが体積を増加しながら上昇させる場合には，揮発性成分をその内部に取り込んでいる可能性が高く，爆発的な噴火が発生する可能性が高い．それに対して，体積変化なしにマグマが上昇するときには溶岩ドームを形成するような非爆発的な噴火が発生することが示唆される．これは，地殻変動観測などにより，上昇中のマグマの体積変化量をモニターすることにより，爆発的噴火が発生するか否かを予測できることを意味する． 

＜中嶋＞

火山噴火において火道内外での揮発性物質（主に水）の挙動を定量的に把握するため，高温顕微赤外分光法によるガラスからの脱水その場観測を継続し，流紋岩から玄武岩までの幅広い組成の火山ガラスにおけるみかけの水の拡散係数等を決定した（Okumura and Nakashima, 2006, in press）．微量水分測定装置は，これら火山ガラスの初期水分量の定量に用いた．現在，圧力下及び減圧に伴う脱水挙動を調べるため，高温高圧その場観察装置を開発中である．また，高温顕微可視分光装置を開発し，火山噴出物の色原因の1つであるオリビンの加熱による可視光吸収の時間変化を定量化できた（Yamanoi and Nakashima, 2005）．さらに，ガスの透過率測定器を用いて，火山噴出物の発泡に伴う浸透率の変化を測定した（Takeuchi et al., 2005）．発泡組織の3次元連結度を観察するため，3次元顕微鏡を開発した．脱ガスする流体の特性を調べるための流体その場観測セルを用いて，NaClやCO2を含む流体の赤外分光測定を行い，またこれらの流体のぬれ特性の検討を開始した(Famin and Nakashima, 2005)．

＜中村＞

・開放系セルを用いた含水流紋岩質メルトの加熱発泡実験を行い、浸透流脱ガスではなく拡散－気泡再吸収による脱ガスが起こることを見出した。また移動境界問題としてのモデル化に成功した。

・鬼首火山の本質火砕物の気泡の組織解析を行い、気泡連結度と発泡度の関係がパーコレーション理論と良く合うことを見出した。また、foam collapseの過程を明らかにするとともに、従来用いられてきた浸透率－発泡度グラフの問題点を提示した。

・浅間火山2004年噴火噴出物の水素同位体組成の分析を開始し、大局的には雲仙普賢岳平成噴火と類似した開放系脱ガスのトレンドを示すものの、噴火様式による差があることがわかった。

＜寅丸＞

今年度は、雲仙平成噴火の火砕流堆積物中の石基斜長石マイクロライトの結晶サイズ分布を測定し、マイクロライト数密度の時系列変化を決定し、マイクロライト数密度脱水速度計を応用し、マイクロライトの核形成深度でのマグマの上昇速度を推定した。それらの情報と噴出率から、火道の変形過程を明らかにした。その結果、火道は、噴出率の振動と同期して膨張・収縮し、噴火の終息に伴って閉塞したことがわかった。また、桜島大正噴火の軽石及び最近のブルカノ式噴火の火山灰の組織解析を行った。初期条件としてのマグマの含水量を決定するために、本年度導入したフーリエ変換型赤外顕微鏡の使用環境を整えた。

＜伊藤＞

マグマき裂が地表に向かって進展している場合，地温勾配の存在によって地表に近い場所ほどき裂内のマグマと周囲岩体との温度差が大きくなる．その結果，そのように大きな温度差が，もしき裂先端近傍でも発生するとするならば，岩体の熱変形がき裂の進展挙動に影響する可能性がある．そこで，地温勾配のある岩体中を，高温のマグマによって駆動されたき裂が進展する状況を模擬する数値シミュレーションを行った．その結果，き裂先端近傍でき裂内のマグマと周囲岩体との温度差が大きくなる状況は確かに存在するものの，それがき裂進展挙動に及ぼす影響はほとんどないことがわかった．これは，そのような状況であっても，温度差はき裂先端に近づくにつれて急激に減少し，き裂先端ではほとんど零となってしまうためである．一方，き裂内のマグマと周囲岩体に温度差があると，き裂周囲にはき裂面接線方向に大きな圧縮の熱応力が発生する．そこで，マグマき裂と断層が斜めに交差している状況を想定した数値シミュレーションを実施して，その熱応力が断層挙動に及ぼす影響を調べてみた．その結果，熱応力で断層にずれが生じ，マグマき裂を閉塞する状況のあることがわかった．

＜磯部＞

　熱水流動による多孔質媒体の組織と流動特性の変化について，熱水流動実験装置を用いて実験を行った。その結果。流紋岩質火山ガラス粉末試料は，温度上昇により浸透率の著しい低下が生じること，その後の熱水の流通により，下流部では３日以内に浸透率がさらに１ないし２桁の低下すること，一方上流部ではゆっくりと浸透率が上昇していくことが明らかとなった。これは，多孔質媒体組織の変化と対応して，熱水の流動に連れた上流部での浸透率の上昇（熱水流動の促進）と，下流部での低下（熱水流動の阻害）が実際に起きていることを示している。

＜吉田＞

奥羽脊梁山脈の隆起は800万年前から生じたとされるが，その速度や隆起量は決して様ではない．陥没カルデラ下にはそれに匹敵する大きさの岩株状深成岩体が伏在すると考えられ，この深成岩体群から派生したシート状割れ目への流体成分の排出によって生じたと推定されるＳ波反射体の空間分布は非対称であり，浅いものほど伏在深成岩体の北側に発達し，深くなると東側に多くなっている．流体の排出は，岩体の冷却につれ浅部から進行すると思われるので，Ｓ波反射体はまず北～北東側に，その後北東～東側に生じたと推定される．水平圧縮応力場で生じた低角逆断層の性質を持つこれらＳ波反射体の発達は，それで境されるブロック間での隆起沈降運動を伴っていたと推定され，北西ー南東軸を持つ変形運動が南北軸を持つ変形運動に先行したことを示唆している．これは鮮新世から第四紀にかけて東北本州弧での水平主応力軸が北東ー南西から東西へシフトしたとする考えと矛盾しない．

